





















































































































































































































差別発言事件により、教団は 1969（昭和 44）年から 1971（昭和 46）年
まで計 8回にわたって部落解放同盟から糾弾を受ける。また同事件の第一










差別発言事件の部落解放同盟から合計 8回のうち第 1回（1969 年 8 月）、
















































会の組織体制を拡充強化した大谷派同和委員会が 1970（昭和 45）年 1月














































































上記の 4点が骨子となり、1970（昭和 45）年 6月 30日、同和委員会の
解散と真宗大谷派協議会の新設が発表された。なお、後に名称を変え発足す





































































































































































































































































































































三帰義光 1980「真宗大谷派同和運動の課題―満之・了温から “同炎の会へ ”」
『部落解放』151 号、60− 68頁 .
―――― 1981「同炎の会設立報告」同和推進本部編『身同』4号、17− 21頁 .
宮城洋一郎 2007「第 13 章　同和問題」長谷川匡俊編『戦後仏教社会福祉














































































































45）［武内了温先生没 50周年記念集会実行委員会編 2017：58 頁］
46）［同上：59頁］
一
七
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後
真
宗
大
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派
に
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る
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和
運
動
組
織
の
変
容
337
47）［同上：2頁］
48）［同上：8頁］
一
八
